
 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立馬宮東小学校 ）     学校番号 ０５９                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 学校の伝統と地域の実態を踏まえ、「人に学び、社会に学び、自然に学ぶ」魅力ある学校        

          

重 点 目 標 

１ 教育のDXで実現させる学びの自律と個別最適化そして探究化 
２ 一人ひとりの多様な幸せ（Well-being）を実現する未来の教育の実現 
３ コミュニティ・スクールを核とした学校・家庭・地域との連携・協働の充実 
４ 子どもの可能性を最大限に伸ばす教職員の資質向上研修の充実 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年２月２１日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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＜現状＞ 

○昨年度の全国学力・学習状況調査、市の学習状

況調査では、市平均を下回っているものが多

い。 

○日々の児童の学習の様子を見ると、配慮や支援

が必要な児童が多い。 

＜課題＞ 

○市の学習状況調査の結果から、基礎・基本の定

着、与えられた情報から問題を解決したり、図

表などを用いて考えを表現したりすることに課

題が見られる。 

○学習規律の定着、児童一人ひとりが主体的に学

ぶための授業改善に取り組む必要がある。 

・基礎学力の確

実な定着 

・学校課題研修

の充実、「学

び の ポ イ ン

ト」を生かし

た授業実践 

 

①学力調査の結果をもとに、基礎学力の

定着、読解力の向上を目指し、学習

習慣の定着、生活習慣の形成を学

校、家庭で取り組む。（マミヤンカ

ード） 

②学校課題研修や指導課訪問を中心と

し、教員一人ひとりが日々授業改善

に取り組む。 

①全国学調・市学調の結果を分析し、各

学年等で身に付けさせたい力を明確に

できたか。学校評価職員アンケートに

おいて、学力、授業改善の項目で肯定

的な回答８５％以上になったか。 

②学校評価アンケートにおいて、学校課

題研修、ＩＣＴ活用推進の項目で肯定

的回答８５％以上となったか。 

①全国学調、市学調のそれぞれの結果を分析

し、朝学習や授業の最初で繰り返し復習す

る時間を確保し、基礎学力の定着に取り組

んだ。学校評価職員アンケート９０％ 

②学校課題研修におけるＩＣＴの効果的活用

や指導訪問等で教員一人ひとりが授業改善

を意識して取り組むことができた。学校評

価アンケート８７．５％ 

Ｂ 

①基礎学力の定着については、今後も

継続して取り組む必要がある。併せ

て、学習習慣・生活習慣の定着を図

っていく。 

②学校課題研修で取り組んだことを

日々の授業で実践をし、児童の主体

的な学びに繋がるようにする。 
 

・基礎学力の定着についてはど

んな状況なのか。児童アンケ

ートでは、授業は分かるとい

う肯定的回答が９割あるが。 

・中学校でも同様に、基礎学

力、家庭学習の定着が課題と

なっているので、小・中での

連携を進めていきたい。 

・授業でのタブレットの使い方

については、あくまでも手段

の１つであり、効果的な使用

を考えていくことが大切であ

る。 

・馬宮東小独自

の「ＳＴＥＡ

ＭＳ ＴＩＭ

Ｅ」の計画・

実施 

①馬宮東小独自の「ＳＴＥＡＭＳ ＴＩ

ＭＥ」で地域の人・社会・自然に学ぶ

ことを通して、探究的な学びを実践す

る。また、次年度に向け、指導計画の

見直し、充実を図る。 

①馬宮東小独自の「ＳＴＥＡＭＳ ＴＩ

ＭＥ」に基づき、探究的な学びを実施

することができたか。 

②２月中に、次年度の指導計画を修正、

または改善できたか。 

 

①「ＳＴＥＡＭＳ ＴＩＭＥ」において、３

年では「さくらそう」、５年では「防

災」、６年では「馬宮の歴史」について人

や地域から学ぶ指導計画とし、探究的な学

びを行うことができた。次年度以降、継続

して取り組んでいく。 

Ａ 

①「ＳＴＥＡＭＳ ＴＩＭＥ」と他教

科との関連を意識し、教科横断的

な取組にできるよう計画、実施を

する。 
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＜現状＞ 

○不登校傾向や配慮や支援を必要する児童がお

り、組織を生かし、実態・状況に合わせ迅速な

対応、体制が必要である。 

○新たな環境へ対応することが難しかったり、人

間関係の構築がうまくできなかったりする児童

が増えている。 

＜課題＞ 

○児童一人ひとりの状況を的確に把握し、適切で

迅速な支援を組織的、計画的に行える体制を充

実する。 

○児童の実態に応じて、馬宮東小学校等の居場所

をつくる。 

・児童一人ひと

りの多様な幸

せのためのき

め細やかな支

援・相談体制

の充実 

 

①月に１度の生徒指導委員会で児童の様

子を全職員で共有を図り、組織的、

継続的な対応、きめ細やかな支援を

する。 

②担任や担当からの情報が確実に関係主

任や管理職に報告される体制をつく

り、必要に応じて校内委員会で指

導・支援体制を決定し、対応する。 

①月に１度の生徒指導委員会に児童の情

報共有、組織的、継続的な対応、き

め細やかな支援体制づくりができた

か。学校評価アンケート生徒指導・

教育相談の項目で肯定的回答８５％

以上となったか。 

②校内委員会などを通して情報共有を積

極的に行えたか。学校評価アンケー

トにおいて、組織的運営の項目で肯

定的回答８５％以上となったか。 

①月１回の生徒指導委員会で児童の様子を情

報共有し、教職員の共通理解・共通行動で

対応できるようにし、またきめ細やかな支

援体制づくりに繋げた。学校評価職員アン

ケート肯定的回答９３％ 

②児童の実態に応じて校内委員会を行い、対

応の協議、また、組織的・継続的な支援体

制を作り、対応をした。学校評価アンケー

ト肯定的回答９０％ 

 

 

 

 

Ａ 

①生徒指導委員会だけでなく、日頃よ

り児童の様子について担任や関係主

任との情報共有を行い、対応が必要

な場合は、迅速に、そして、組織的

な対応をしていく。 

②必要に応じて校内委員会を開催し、

児童へのきめ細やかな支援、指導に

繋げるなど、組織的、継続的に行う

体制にする。 
 

・年度当初に「馬宮東小学校い

じめ基本方針」について話が

あったが、１年間を通して、

いじめ対策委員会の取組はど

うだったのか。チャレンジス

クール中でもちょっとしたト

ラブルなどもあったが、子ど

もたちの様子を見ていると、

大きなトラブルにまでになる

こともなかった。 

・今の子どもはちょっとしたこ

とで「学校に行きたくない」

ということが多い。幼保→小

へ、小→中への接続をしっか

り行い、家庭とも連携し、生

徒指導を充実していきたい。 

・全ての児童が

安心して過ご

せる居場所づ

くり 

 

①児童一人ひとりの思いに寄り添い、安

心して過ごせる居場所を設置する。

（Sola るーむ） 

②学年・学級での所属感、自己肯定感を

高める取組を実施し、振り返り等で

達成感を味わえるようにする。 

①不登校傾向や学校生活に不安を抱える

等の児童に対して思いに寄り添い、

昨年度より不登校や不登校傾向の児

童を減らすことができたか。 

①児童一人ひとりの実態を把握し、思いに寄

り添い、自己肯定感を高める指導を学校全

体で取り組んだ。Sola るーむを整備し、児

童が安心して過ごせる場所となった。不登

校や不登校傾向児童については昨年度より

増えている。 

 

 

Ｂ 

①児童一人ひとりの状況を把握し、思

いに寄り添う対応とともに、人間関

係の構築や環境への適応力など、児

童や家庭の多様なニーズに応える体

制づくりが必要である。Sola るーむ

の整備をより一層進めていく。 
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＜現状＞ 

○昨年度創立１５０周年記念事業を終え、保護

者、地域の協力体制が充実している。 

○学校行事や学校 Web ページ等で教育活動の積極

的公開を今年度実施している。 

＜課題＞ 

○コミュニティ・スクール体制を明確化し、学校

運営協議会を中心として、SSN 等との連携・強

化を図るとともに、一体となった取組の周知が

十分ではない。 

○学校・家庭・地域での取組として「あいさつ」

「読書」に重点的に取り組んできたが、読書に

ついてはあまり成果が上がらず、継続しての取

組が必要である。 

・ コ ミ ュ ニ テ

ィ・スクール

体制を充実さ

せ、学校、家

庭、地域が協

働体制の構築 

①コミュニティ・スクール体制を具現化

する。 

②学校、家庭、地域で一緒できる取組を

児童が参画し、立案することで、エイ

ジェンシーを育む。 

①学校、家庭、地域が一体となった取組

を実施し、コミュニティ・スクール体

制を具現化できたか。 

②計画・代表委員会の児童とともに、学

校、学校、地域が一体となった取組に

ついて話合いを設け、主体的に参加す

ることができたか。 

①学校運営協議会で話し合われたことを、Ｓ

ＳＮで伝達、育てたい子どもの姿を明確にし

協力する体制を作ることができた。 

②計画代表委員の児童が学校運営協議会で、

これまでの活動を紹介するなど、学校、家

庭、地域が一体となった取組に参画すること

に繋がった。 

Ａ 

①学校運営に児童が参画する機会を継

続し、学校、家庭、地域が一体とな

った取組を継続して行うようにして

いく。（コミュニティ・スクール体

制の充実） 

 

・計画代表委員の取組について 

あいさつ運動で、小学生はと

てもよくあいさつをしてい

た。中学校でも同様なあいさ

つ運動ができるといいのでは

と感じた。 

・計画代表委員の「サンキュー

キャンペーンの取組はとても

いいと思いました。「ありが

とう」の気持ちを言葉として

伝えることはもちろんだけれ

ども、カードなどに書くこと

もいい取組だと感じた。 

・「読書活動」

の一層の推進 

 

・学校・家庭・

地域が一体と

なったあいさ

つ運動の実施 

①「読書活動」の取組を計画的、継続的

に周知、実施し、読書活動の充実を図

る。（図書委員会、マミヤンカード） 

②学校運営協議会の取組や成果について

SSN や学校 Web ページ等で共有・周知

し、あいさつ運動を実施する。 

③学校・家庭・地域の協働体制を生かし

た取組を新たに検討する。 

①「読書活動」の取組を計画的に実施

し、学校評価アンケートで昨年度より

肯定的回答５％増 

②学校運営協議会の内容等について SSN

や保護者等に共有・周知し、重点項目

について学校評価アンケート肯定的回

答８５％以上になったか。 

①毎週１回読書タイム、毎月１週間マミヤン

カードの取組を継続して行い、読書記録を

残したり、図書委員会による読書キャンペ

ーンなどを行ったりした。学校評価児童ア

ンケート肯定的回答１．６％減 

②学校運営協議会やＳＳＮの内容や取組につ

いて学校だよりや学校Ｗｅｂページで積極

的に発信した。今年度も小・中合同のあい

さつ運動を実施できた。学校評価保護者ア

ンケート肯定的回答９７．２％ 

Ｂ 

①学習・生活習慣の形成のための「マ

ミヤンカード」は次年度以降も取り

組み、家庭と連携しよりよい生活習

慣を身に付けていく。 

②学校運営協議会を中心としたコミュ

ニティ・スクール体制をより強固な

ものとなるように、次年度も更なる

取組を行っていく。 
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＜現状＞ 

○ＩＣＴを活用することにより業務改善は少しず

つ進んでいる。同時に、教員のＩＣＴ活用につ

いては、やや個人差がある。 

○年度当初の仕事量増、児童・保護者対応等によ

り、業務過多や負担感が大きい職員も見られ

る。 

＜課題＞ 

○学校課題研修でＩＣＴの効果的活用の授業改善

に取り組み、教職員の資質向上に繋げたい。 

○業務のスリム化、分掌内の連携等、随時見直

し、教職員が安心とやりがいをもって業務に取

り組めるようにすることが必要である。 

・学校職員一人

ひとり、また

組織としての

力を発揮し、

馬宮東小学校

の誰もが居心

地のよい、働

きがいのある

学校 

 

 

 

 

 

①学校課題研修でＩＣＴの効果的な活用

の授業改善を行っていく。また、エバ

ンジェリストの研修内容を他の職員に

周知し、職員一人ひとりの資質向上を

繋げる。 

②人事評価制度を活用し、全ての教職員

の資質向上や授業改善に繋がるよう

に、目標設定、途中経過確認、振り返

りを行う。 

③業務の精選や各行事の反省をもとに、

随時業務の見直しを図り、教職員の負

担軽減を図り、協力し合える、相談し

合える職場環境づくりをする。 

①学校課題研修について、講話をもとに

方向性を明らかにし、研修の方向性を

明確にすることができたか。ＩＣＴの

効果的活用の研修で教員が授業に生か

すことができたか。 

②人事評価制度を活用し、全ての教職員

の資質向上や授業改善等について、振

り返ることができたか。 

③業務の精選、見直しを新たに図り、保

護者に周知し、理解を得る。学校評価

職員アンケート肯定的回答８５％以

上、職員の勤務に関するアンケート業

務負担感減 

①学校課題研修では、指導主事からの講話を

もとに研修の方向性を明確にするととも

に、ＩＣＴの効果的活用の実践報告を各学

年等で実施した。 

②人事評価や日頃の教室訪問、また教職員と

のコミュニケーションを図り、資質向上や

授業改善に繋がる指導助言をした。 

③業務の精選、見直しについては、行ったも

のもある。行事ごとの反省や学校の実態を

踏まえて意図的・計画的な見直しを行い、

教職員の負担軽減に繋げ、働きがいのある

職場づくりをしていく。学校評価アンケー

ト肯定的回答９０％職員の勤務に関するア

ンケート業務負担０．５％増 

Ｂ 

①学校課題研修は２年目となるので、

授業研究、学習環境部それぞれで授

業改善、資質向上を目指し、計画的

に進めていく。研究授業を実施し、

指導を受け授業改善に繋げる。 

②職員との良好な人間関係を築き、人

事評価等を活用しながら、指導助言

を行い、教職員の資質向上を行って

いく。 

③会議時間短縮、行事の精選など、具

体的な業務削減ができるよう前年度

末までに見直し、教職員の負担軽減

に繋げる。 

 

・業務改善はどこでも課題であ

ると感じる。一方で、一部の

人に仕事が偏っているのでは

ないかと見ていて心配になっ

た。 

・ＩＣＴの効果的活用について

は、確かによい点もあるが、

授業の中で子どもたちにとっ

て何が有効な手段なのか、学

習内容、付けたい力などを明

確にして、選択していくこと

が大切であると感じる。 

 


